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ఆ　ྫ　会

໰
（
大
森
議
員
）

相
続
登
記
が
す
ん
で

い
な
い
土
地
建
物
の
固
定

資
産
税
は
把
握
し
て
い
る

か
。౴

（
税
務
課
長
）

未
相
続
分
に
つ
い
て

も
、
代
表
相
続
人
や
納
税

管
理
人
を
立
て
て
い
た
だ

き
納
税
を
お
願
い
し
て
い

る
。
件
数
、
金
額
は
把
握

し
て
い
る
。

໰
（
大
森
議
員
）

ふ
る
さ
と
納
税
だ
が
、

入
と
出
の
差
し
引
き
は
ど

う
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

ふ
る
さ
と
納
税
分
約

３
４
５
０
万
円
の
う
ち
経

費
が
約
１
５
０
０
万
円
、

差
し
引
き
１
９
５
０
万
円

が
町
に
残
っ
た
。

౴
（
税
務
課
長
）

��
年
度
賦
課
資
料
で

町
内
納
税
義
務
者
が
他
へ

寄
附
し
た
結
果
町
税
が
低

く
な
っ
た
分
は
２
４
７
万

円
で
あ
る
。

໰
（
磯
野
議
員
）

中
期
財
政
計
画
で
は

��
年
度
は
歳
入
歳
出
総
額

が
��
億
ほ
ど
だ
っ
た
。
決

算
書
で
は
総
額
��
億
と
３

億
ほ
ど
見
込
み
と
違
う
が

主
な
要
因
と
今
後
の
影
響

は
。౴

（
総
務
課
長
）

歳
出
の
事
業
の
変
更

に
よ
り
歳
入
の
金
額
が
大

き
く
変
わ
っ
た
。
今
後
、

振
興
計
画
等
の
中
で
の
見

直
し
を
行
う
。
中
期
財
政

計
画
も
見
直
し
は
必
要
で

あ
る
。

໰
（
前
田
議
員
）

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

の
実
績
は
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

１
０
０
０
名
の
目
標
に

対
し
て
２
８
６
名
で
あ
る
。

期
間
的
な
分
と
制
度
の
理

解
が
浸
透
で
き
な
か
っ
た
。

໰
（
福
本
議
員
）

予
防
接
種
の
予
定
を

下
回
っ
た
原
因
は
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

当
初
予
想
し
て
い
た

受
診
者
が
大
幅
に
少
な
か

っ
た
た
め
。

໰
（
大
森
議
員
）

ノ
リ
調
査
研
究
事
業

の
状
況
は
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

商
品
化
の
可
能
性
が

あ
る
も
の
を
考
え
て
い
る
。

໰
（
竹
本
議
員
）

土
木
費
の
道
路
改
良

事
業
だ
が
全
て
無
事
に
工

事
が
済
ん
だ
の
か
。

౴
（
建
設
課
長
）

向
野
・
平
原
線
道
路

改
良
工
事
に
未
完
了
部
分

が
あ
り
、
平
成
��
年
度
秋

に
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

໰
（
荒
木
議
員
）

防
犯
灯
は
将
来
的
に

は
全
部
L
E
D
に
変
え

る
考
え
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

町
の
方
針
は
そ
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
。
区
の

所
有
は
補
助
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

໰
（
磯
野
議
員
）

小
学
校
の
電
気
代
は

い
く
ら
不
足
し
た
の
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

小
学
校
全
体
で
予
算

額
１
２
０
０
万
円
に
対
し

て
約
１
５
３
０
万
円
で
あ

り
、
３
３
０
万
円
ほ
ど
不

足
し
た
。

໰
（
濱
﨑
議
員
）

し
尿
収
集
の
量
は
近

隣
町
と
比
べ
て
ど
う
か
。

౴
（
住
民
環
境
課
長
）

一
番
多
い
和
水
町
で

一
人
当
た
り
、
１
９
５
０

リ
ッ
タ
ー
、
長
洲
町
は
９

８
４
リ
ッ
タ
ー
と
４
番
目

に
少
な
い
。

歳　

入

歳　

出

一
般
会
計
決
算（
質
疑
）

௕ऱொ;Δさͱೲ੫ฦྱ඼ʢҰྫʣ̡̚ ̙にมΘͬͨ๷൜౮
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ఆ　ྫ　会

【
内
容
】

　

熊
本
県
の
広
域
連
合
の

議
員
定
数
��
名
を
��
名
と

し
、
構
成
市
町
村
の
長
及

び
議
会
の
議
員
の
う
ち
か

ら
１
名
を
選
出
す
る
こ
と

に
よ
り
住
民
の
声
が
反
映

で
き
る
こ
と
に
な
る
。
任

期
は
市
町
村
長
又
は
議
員

の
任
期
と
す
る
。

【
内
容
】

　

現
在
要
綱
で
設
置
し
て

い
る
審
議
会
、
委
員
会
を

執
行
機
関
及
び
教
育
委
員

会
の
附
属
機
関
と
し
て
地

方
自
治
法
第
１
３
８
条
の

４
に
基
づ
い
て
条
例
で
整

備
す
る
た
め
。

【
内
容
】

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
条

例
の
一
部
を
改
正
。

【
内
容
】

　

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
に

ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぎ
な

が
ら
交
流
す
る
場
と
し
て

の
金
魚
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

を
設
置
す
る
。

【
内
容
】

　

老
朽
化
に
伴
う
改
修
工

事
の
賦
課
金
は
事
業
費
の

��
％
��
万
円
、
徴
収
は
一

括
に
て
事
業
完
了
後
か
ら

平
成
��
年
３
月
��
日
ま
で

と
す
る
。

ձ۠ܭ෼ ɹೖࡀ ɹग़ࡀ
ཌ೥౓΁
ͷ܁ӽ͢
΂͖ݯࡒ

࣮࣭ऩࢧ
ʢࠩҾֹ͖ʣ

લ೥౓
࣮࣭ऩࢧ

୯೥౓ऩࢧ

ݥอ߁ຽ݈ࠃ 26ԯ��7ສԁ 2�ԯ916ສԁ 0 96�1ສԁ �677ສԁ �96�ສԁ

հ ޢ อ ݥ 17ԯ�022ສԁ 16ԯ771�ສԁ 0 6�09ສԁ �898ສԁ �11ສԁ

ҩྍऀྸߴظޙ 1ԯ88�9ສԁ 1ԯ87�7ສԁ 0 92ສԁ 27ສԁ 6�ສԁ

ऩɹೖ ɹग़ࢧ ऩࢧͷֹࠩ

ਫ ಓ ࣄ ۀ ձ ܭ
ऩӹతऩࢧ 2ԯ�986ສԁ 2ԯ���8ສԁ 16�8ສԁ

ࢧ本తऩࢿ 981ສԁ 8��6ສԁ ˚7�6�ສԁ

Լਫಓۀࣄձܭ

ऩӹతऩࢧ 8ԯ7�9�ສԁ 8ԯ�861ສԁ �6��ສԁ

ࢧ本తऩࢿ 7ԯ9767ສԁ 10ԯ1�8ສԁ ˚2ԯ�91ສԁ

ಛྫతऩࢧ 1ԯ�0�6ສԁ 1ԯ968�ສԁ ˚�6�8ສԁ

平成29年度  特別会計決算を認定

条
例
改
正
な
ど

後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
一
部

改
正

土
地
改
良
事
業（
出で

汐し

お

堰ぜ

き

）の
経
費
の
賦
課
基

準
並
び
に
徴
収
の
時

期
と
方
法

附
属
機
関
設
置
条
例

の
制
定

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場

条
例
の
一
部
改
正

家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
条
例

の
一
部
改
正

໰
（
大
森
議
員
）

総
務
省
か
ら
示
さ
れ

た
損
益
分
岐
点
は
あ
る
か
。

౴
（
水
道
課
長
）

総
務
省
か
ら
経
営
に

関
し
て
そ
う
い
っ
た
指
摘

は
な
い
。

໰
（
竹
本
議
員
）

給
水
人
口
と
給
水
戸

数
に
は
、
外
国
人
は
入
っ

て
い
る
か
。

౴
（
水
道
課
長
）

給
水
人
口
と
給
水
戸

数
に
は
、
全
て
外
国
人
が

含
ま
れ
て
い
る
。

໰
（
中
川
議
員
）

漏
水
調
査
業
務
の
調

査
結
果
と
結
果
内
容
を
今

後
ど
う
生
か
さ
れ
る
の
か
。

౴
（
水
道
課
長
）

長
洲
地
区
と
腹
赤
地

区
の
結
果
、
漏
水
��
件
発

見
し
改
修
工
事
も
完
了
し

て
い
る
。
今
後
も
漏
水
検

査
は
継
続
し
て
い
く
。
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特 別 会 計 等 補 正 予 算

総額 73億2309万円

ᶃ૯߹ߦ੓γεςϜ開 ʢൃมߋʣۀࣄ�ŋŋŋŋ���ສԁ
 ϚΠφϯόʔΧʔυ౳΁ͷچ੏ͷซهΛՄೳ

ᶄ๷൜Χϝϥ੔උۀࣄ�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ��ສԁ
 ஍ҬͷݟकΓٴͼ൜ࡑ๷ࢭΛ໨తͱͯ͠ 

 ๷൜Χϝϥ௥Ճʢ��Χॴʣ

ᶅ๷൜౮੔උۀࣄ�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ���ສԁ
 ᷤྠ۠಺ɺകా۠಺ɺݐ඿۠಺ͷ๷൜౮੔උʢ��ຊʣ

ᶆ౔஍վྑࢪઃʢग़ࣚԃʣվमࣄ޻ŋŋŋŋŋŋŋ���ສԁ
 ઃʢΰϜԃʣࢪҐஔ͢Δऔਫʹྲ্ྀڮ੾ࡊ੾઒ͷࡊ 

 ͷ࿝ٺԽʹ൐͏ഁଛݸॴͷվम

ᶇ౔࠭ॅݥة֐ࡂ୐Ҡసଅਐิۀࣄॿ�ŋŋŋŋŋŋ���ສԁ

Δॅຽ͕҆શͳ۠Ҭ΁Ҡస͢Δิॿ͢ॅډ 

ձɹɹܭ ิਖ਼ֹ ૯ɹֹ ಺ɹ༰

ܭಛผձݥอ߁ຽ݈ࠃ �288ສԁ 2�ԯ188ສԁ
ٴγεςϜվमҕୗࠂใۀࣄ
ͼฏ੒29೥౓ܾࢉʹ൐͏ࠃɾ
県౳΁ͷฦؐۚ

հ ޢ อ ݥ ಛ ผ ձ ܭ �668ສԁ 17ԯ9�68ສԁ
ฏ੒29೥౓ܾࢉʹ൐͏ࠃɾ県
౳΁ͷฦؐۚ

ܭҩྍಛผձऀྸߴظޙ 61ສԁ 2ԯ�11ສԁ ฏ੒29೥౓ܾࢉʹ൐͏܁ӽۚ

可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

一般会計へ2098万円を追加
平成30年度  一般会計補正予算

ओ ཁ ࣄ ۀ
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ఆ　ྫ　会

৹�ٞ�݁�Ռ　⿥શ議ҊՄܾ⿦

議Ҋ൪߸ ݅　　໊

前
田
美
和
子

中
川　

雅
明

福
本
み
や
子

大
森　

秀
久

竹
本　

信
次

荒
木　

睦
子

磯
野　
　

博

浦
邊　

朝
章

宮
本
哲
太
郎

濱
村　

芳
光

福
永　

栄
助

松
井　

一
也

濱
﨑　
　

久

徳
永　

範
昭

ٞҊୈ20߸ 熊本県ऀྸߴظޙҩྍ޿Ҭ࿈߹ن໿ͷҰ෦มߋʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ
ٞҊୈ21߸ 長洲町෇ଐؔػઃஔ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ22߸ 長洲町Ոఉతอҭۀࣄ౳ͷઃඋٴͼӡӦʹؔ͢Δج४
ΛఆΊΔ৚ྫͷҰ෦վਖ਼ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ2�߸ ͍ͯͭʹ৔৚ྫͷҰ෦վਖ਼޿ڷͷޥͱڕۚ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ2�߸ ౔஍վྑۀࣄʢग़ࣚԃվमʣͷ࣮ࢪʹ൐͏ܦඅͷො՝ج
४ฒͼʹ௃ऩͷٴظ࣌ͼํ๏ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ೝఆୈ1߸ ฏ੒29೥౓長洲町Ұൠձࢉܾܭೝఆʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ೝఆୈ2߸ ฏ੒29೥౓長洲町ࠃຽ݈߁อݥಛผձࢉܾܭೝఆʹͭ
͍ͯ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ೝఆୈ�߸ ฏ੒29೥౓長洲町հޢอݥಛผձࢉܾܭೝఆʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ೝఆୈ�߸ ฏ੒29೥౓長洲町ऀྸߴظޙҩྍಛผձࢉܾܭೝఆʹ
͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ೝఆୈ�߸ ฏ੒29೥౓長洲町ਫಓۀࣄձࢉܾܭೝఆʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ
ೝఆୈ6߸ ฏ੒29೥౓長洲町Լਫಓۀࣄձࢉܾܭೝఆʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ใࠂୈ�߸ ฏ੒29೥౓ܾ݈ͮ͘جʹࢉશԽ൑அൺ཰ٴͼۚࢿෆ଍
ൺ཰ʹ͍ͭͯ ʕ ʕ ʕ ʕ ʕ ʕ ʕ ʕ ʕ ʕ ʕ ʕ ʕ ʕ

ٞҊୈ2�߸ ฏ੒�0೥౓長洲町Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ2߸ʣʹ ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ26߸ ฏ੒�0೥౓長洲町ࠃຽ݈߁อݥಛผձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ1
߸ʣʹ ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ27߸ ฏ੒�0೥౓長洲町հޢอݥಛผձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ1߸ʣ
ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ28߸ ฏ੒�0೥౓長洲町ऀྸߴظޙҩྍಛผձิܭਖ਼ձܭ༧
ʹʢୈ1߸ʣࢉ ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

੒ʜʓɹɹ൓ରʜʷɹɹࢍ ʢܽୀʣ੮ʜܽ
ˎٞ長͸දܾʹՃΘΓ·ͤΜɻɹˎใࠂ͸ܾ͠࠾·ͤΜɻ

Ӝᬑ　ேষ　議һ

ɹݫしいࡒ੓ࣄ৘のもと、ఆॅ、ڭҭ、

いͳߦをۀࣄ͚ͨ޲ͳͲொのকདྷにۀ࢈

͕Β、ࡀೖ૯ֹ͕લ೥౓ΑΓ���ϙΠϯ

τݮগすΔͳ͔Ͱ、ࡀ出૯ֹは���ϙΠ

ϯτのݮগとͳͬていΔ͜と͔Β、ࡀ出

を཈͑ͨޮ཰తͳࡒ੓ӡӦ͕ͳ͞Εͨと

ࡒ出໘Ͱැॿඅの૿Ճ͕ࡀ。ていΔ͑ߟ

੓をѹഭしていΔ͕、֤छۀࣄに͓いて

はݝ、ࠃのิॿۀࣄを׆༻しͳ͕Β、ӳ

΍༗໌ۀࣄϙΠϯτ߁݈、ҭのਪਐڭޠ

ւの࠶ੜ、ࢠҭてࢧԉͳͲ͋ΒΏΔ෼໺

ͰۀࣄをਪਐすΔ͜と͕出དྷͨものとධ

ՁすΔ。ݶΒΕͨࡒ੓Ͱまͪͮ͘Γ΍、

෱ࢱの্͕޲ਤΒΕΔ͜とをظ଴しࢍ੒

౼࿦とすΔ。

େ৿　लٱ　議һ

ɹまͣ、ෆ༻ֹ͕̍ԯ����ສԁとͳͬ

ていΔ。ෆ༻ֹは༧ࢉのޮ཰తͳࣥߦ΍

અ໿にΑΔものも͋Γ、一֓にѱいとは

いΘͳい͕一ํͰฏ੒��೥౓のொ࠴は̐

ԯ̒ઍສԁ͋Γ、ࡀ出���ສԁҎ্のෆ

༻ֹ一ཡ౳͔Βもݫしいࡒ੓ঢ়گのもと

Ͱ༧ߦࣥࢉをΑΓత֬に͏ߦ΂͖Ͱ͋Δ。

૿ՃしていΔࣾձอোؔ܎΁のରԠはཧ

ղͰ͖Δ͕、ߦ੓αʔϏεにݯࡒをৼΓ

෼͚Δ্Ͱॅ୐ϦϑΥʔϜॿ੒のֹݮ΍、

੔උに͓͚Δෛ୲ׂ߹にߓの௕ऱۀࣄݝ

ͭいては、ொຽのཧղ͕ಘΒΕΔとはࢥ

Θͳい。Ҏ্、ਃし্͛て൓ର౼࿦とすΔ。

౼࿦ʢೝఆ̍߸ʣ賛 成 反 対



7 潮さい（H30.11.15 No.135）

Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

町
を
挙
げ
災
害
訓
練
を
行
う
べ
き

౴
災
害
の
種
別
が
違
い
各
地
域
で
行
う

໰
こ
こ
数
年
、
風
水
害

の
発
生
回
数
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
町
を
挙
げ

て
訓
練
を
行
い
、
防
災
に

生
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

౴
（
町
長
）

起
こ
る
風
水
害
が
全

町
的
で
も
、
災
害
の
種
別

が
地
域
に
よ
っ
て
違
う
と

想
定
さ
れ
た
た
め
、
沿
岸
、

河
川
、
丘
陵
と
地
域
ご
と

に
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

໰
町
の
防
災
計
画
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索

で
き
る
が
、
８
月
��
日
時

点
で
平
成
��
年
度
版
で
あ

っ
た
。
関
係
す
る
部
署
で

ど
の
よ
う
に
共
有
さ
れ
、

認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

防
災
計
画
の
更
新
が

遅
れ
て
い
た
こ
と
は
、
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

通
常
は
県
の
計
画
を
踏
ま

え
、
出
水
期
前
に
見
直
し
、

会
議
を
経
て
共
通
理
解
を

図
っ
て
い
る
。

໰
災
害
予
防
計
画
に
高

潮
災
害
に
対
す
る
も

の
が
な
い
。
一
方
で
避
難

に
関
し
て
は
記
載
が
あ
る
。

町
は
海
に
面
し
て
お
り
書

き
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

高
潮
は
台
風
が
発
達

し
低
気
圧
が
海
岸
部
を
通

る
時
生
じ
る
も
の
で
、
町

で
は
風
水
害
に
含
ま
れ

る
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い

る
。

長
洲
き
ん
ぎ
ょ
村
は活

用
さ
れ
て
い
る
か

౴

緊
急
行
財
政
行
動
計
画
で

休
止
の
状
態

໰
内
水
面
活
性
化
総
合

対
策
事
業
で
長
洲
き

ん
ぎ
ょ
村
が
造
ら
れ
た
が
、

活
用
の
状
況
は
ど
う
か
。

౴
（
町
長
）

平
成
７
年
度
か
ら
��

年
度
ま
で
直
営
で
、
金
魚

養
殖
に
不
足
す
る
金
魚
種

苗
や
餌
を
生
産
し
供
給
し

て
き
た
。
平
成
��
年
ま
で

業
務
委
託
の
運
営
で
、
平

成
��
年
度
か
ら
緊
急
行
財

政
行
動
計
画
の
策
定
に
よ

り
休
止
の
状
態
で
あ
る
。

現
在
、
提
言
を
受
け
、
活

用
の
た
め
の
具
体
化
を
検

討
し
て
い
る
。

໰
長
洲
き
ん
ぎ
ょ
村
は

金
魚
養
殖
以
外
に
も

使
う
こ
と
は
出
来
る
の
か
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

農
林
水
産
省
の
補
助

金
を
使
っ
て
お
り
、
金
魚

養
殖
以
外
の
活
用
は
制
限

さ
れ
て
い
る
。

໰
農
林
水
産
関
係
の
専

門
職
の
採
用
実
態
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

専
門
職
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。
職
員
数

が
限
ら
れ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
も
あ
り
採
用
は
慎
重
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

໰
町
の
内
水
面
漁
業
は

金
魚
養
殖
だ
が
、
農

林
水
産
省
の
統
計
に
は
含

ま
れ
て
い
る
か
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

把
握
し
て
い
る
範
囲

で
は
、
食
べ
る
方
の
魚
で
、

か
つ
、
漁
業
組
合
と
し
て

生
業
を
し
て
い
る
統
計
で

あ
り
金
魚
養
殖
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。

಺ਫ໘ۀړͷঢ়گʢ۝भɾԭೄʣ)��೥౓ ೶ྛਫ࢈ল౷͔ܭΒ

県ผ Ӧܦ
ମ਺

ཆ৩
஑਺

ʢ໘ʣ

໘ੵ
ʢᶷʣ

ൢച
࣮੷
ͳ͠

100ສ
·Ͱ

100ສ

ʙ

�00ສ

�00ສ

ʙ

1000ສ

1000ສ

ʙ

2000ສ

2000ສ

ʙ

�000ສ

�000ສ

ʙ

1ԯԁ

1ԯԁ
Ҏ্ ܭ߹

熊本 71 1
100 22�
9�� � 18 21 8 7 9 � 1 71

෱Ԭ 6� 7�1 ��7
16� � 12 26 12 � 2 1 2 6�

大෼ �1 76� 6
6�7 2 1� 10 7 6 10 1 2 �1

լࠤ 16 28� ��
276 � 6 1 1 2 1 16

長࡚ 20 29� 77
17� 2 � 8 � 1 1 1 20

࡚ٶ 88 1
�0� �28
2�1 � 11 11 8 6 7 9 �1 88

ౡࣇࣛ �8 1
�60 �18
�28 1 1 � 6 � � � �� �8

ԭೄ � �6 11
920 1 0 1 1 �

ˎ͜ͷදͰࣔ͞Ε͍ͯΔ಺ਫ໘ۀړʹ͸ۚڕཆ৩ۀ͸ؚ·Ε͍ͯͳ͍

େ৿लٱ議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

外
国
人
労
働
者
が
10
年
で
倍
増
、若
者
の
雇
用
環
境
整
備
を

౴
地
元
新
卒
者
を
中
心
に
若
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
を
図
り
た
い

ۀاݩすΔ஍૿ٸਓ࿑ಇऀがࠃ֎

ਓ࿑ಇऀͱͷަྲྀଅਐΛࠃ֎

໰
平
成
��
年
末
の
在
留

外
国
人
数
（
総
数
）

は
２
５
６
万
人
を
超
え
、

日
本
に
暮
ら
す
外
国
人
は

過
去
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
外
国
人
労
働
者
は

１
２
０
万
人
を
超
え
��
年

で
倍
増
し
て
い
る
。

　

本
町
に
お
け
る
現
在
の

在
留
外
国
人
数
（
総
数
）

及
び
国
籍
別
人
数
と
在
留

資
格
別
の
内
訳
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）

本
年
８
月
末
の
町
内

在
住
の
外
国
人
の
総
数

は
、
４
２
８
人
で
、
国
籍

別
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
２
８

５
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
��
人
、

中
国
��
人
、
韓
国
８
人
、

ア
メ
リ
カ
７
人
、
ネ
パ
ー

ル
４
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
３
人
、

マ
レ
ー
シ
ア
２
人
、
イ
ン

ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス

イ
ス
、
タ
イ
、
ス
ロ
バ
キ

ア
が
各
１
人
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
在
留
資
格
別

の
内
訳
は
、
専
門
的
・
技

術
的
分
野
��
人
、
永
住
者

等
��
人
、
技
能
実
習
２
６

６
人
、
特
定
活
動（
技
能

実
習
修
了
者
で
造
船
就
労

者
等
）１
１
３
人
、
留
学

生
１
人
と
な
っ
て
い
て
、

今
後
も
在
留
外
国
人
人
口

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

໰
本
町
の
外
国
人
労
働

者
数
は
、
��
年
で
３

倍
強
の
増
加
。
今
後
も
さ

ら
に
単
純
労
働
者
が
、
な

し
崩
し
的
に
拡
大
す
れ
ば

若
者
の
雇
用
が
失
わ
れ
か

ね
な
い
。
町
の
将
来
を
見

据
え
て
企
業
誘
致
や
若
者

の
雇
用
環
境
整
備
を
推
進

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

౴
（
町
長
）

国
の「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
２

０
１
８
」で「
新
た
な
外
国

人
の
受
け
入
れ
」の
項
目

が
追
加
さ
れ
、
今
後
も
技

能
実
習
生
を
は
じ
め
外
国

人
労
働
者
の
受
入
れ
拡
大

が
予
想
さ
れ
る
。
企
業
等

連
絡
会
議
で
地
元
新
卒
者

や
若
者
の
雇
用
の
場
の
確

保
に
向
け
て
地
元
企
業
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

໰
外
国
人
労
働
者
の
定

住
化
が
進
み
、
一
時

的
な
滞
在
者
か
ら
長
洲
町

に
暮
ら
す
生
活
者
と
い
う

存
在
と
な
っ
て
い
る
。
地

域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
や
祭
、
運
動
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

を
促
進
し
、
日
本
語
能
力

と
地
域
に
溶
け
込
む
た
め

の
知
識
を
身
に
付
け
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

౴
（
町
長
）

町
の
イ
ベ
ン
ト
で

も
、「
の
し
こ
ら
祭
」へ
の

参
加
や「
金
魚
と
鯉
の
郷

ま
つ
り
」で
、
昨
年
度
か

ら
母
国
の
料
理
を
販
売
す

る
等
、
交
流
を
図
っ
て
い

る
。
今
後
も
外
国
人
労
働

者
の
方
が
地
域
に
溶
け
込

め
る
よ
う「
地
域
住
民
と

外
国
人
労
働
者
と
の
交
流

促
進
」を
実
施
し
た
い
。

஛ຊ৴࣍議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

先
進
的
な
英
語
教
育
に
取
り
組
ん
だ
成
果
は

౴
表
情
や
心
身
の
豊
か
さ
に
成
長
を
感
じ
る

ӳͬޠ ɺָͯ ͠いφʔʂ

੹೚もͬ ͯҭͯよ ʂ͏

野
良
猫
に
対
し
て
の
対
策
は

౴

県
の
補
助
制
度
を
積
極
的
に
活
用

໰
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
で
は
遊
び
を
通

し
て
、
ゲ
ー
ム
や
音
楽
で

英
語
指
導
、
ま
た
、
小
学

校
に
お
い
て
は
、
教
育
課

໰
野
良
猫
が
増
え
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

多
発
し
住
民
の
困
り
事
に

な
っ
て
い
る
。
町
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

౴
（
町
長
）

本
年
度
、
野
良
猫
の

相
談
は
７
件
あ
っ
た
。
県

程
の
特
例
校
の
指
定
を
受

け
て
、
英
語
の
指
導
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
現
状
を

見
据
え
て
、
今
後
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

の
補
助
制
度
の
積
極
的
な

情
報
提
供
に
努
め
る
。
な

お
、
県
の
補
助
と
は
、
避

妊
去
勢
手
術
費
の
一
部

で
、
メ
ス
が
１
万
円
、
オ

ス
が
５
０
０
０
円
で
あ

る
。

౴
（
町
長
）

今
年
度
で
３
年
目
に

な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
笑

顔
で
楽
し
く
参
加
し
て
い

る
。
町
内
に
住
む
全
て
の

子
ど
も
た
ち
が
平
等
に
英

語
に
触
れ
る
よ
う
環
境
整

備
に
努
め
る
。

౴
（
教
育
長
）

全
小
学
校
で
１
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
週
２
コ

マ
の
時
数
で
実
施
、
今
後

は
英
語
専
科
教
職
員
の
確

保
や
新
た
な
教
材
作
り
や

活
動
内
容
を
見
直
す
。

໰
英
語
教
育
３
年
目
に

な
り
、
子
ど
も
た
ち

に
ど
ん
な
変
化
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
ら

わ
れ
た
か
伺
う
。

౴
（
子
育
て
支
援
課
長
）

日
常
生
活
の
中
で
、

数
、
天
気
、
感
情
な
ど
英

語
で
表
現（
こ
と
ば
）で
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
心
身

が
豊
か
に
な
っ
た
。

໰
在
宅
の
子
ど
も
た
ち

に
は
、
ど
の
よ
う
な

英
語
に
親
し
む
機
会
を
与

え
て
い
る
か
。

౴
（
子
育
て
支
援
課
長
）

ゼ
ロ
か
ら
２
歳
児
の

子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
と

一
緒
に
月
２
回
、
１
回
��

分
で
リ
ズ
ム
遊
び
を
通
し

て
英
語
に
触
れ
て
い
る
。

໰
��
年
度
よ
り
英
語
教

育
が
正
式
教
科
と
し

て
導
入
さ
れ
る
が
、
教
員

の
研
修
は
ど
の
よ
う
に
実

施
さ
れ
て
い
る
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

英
語
部
会
を
つ
く

り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

的
に
研
修
を
実
施
、
内
容

は
、
授
業
、
演
習
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
や
委
託
し
て
い
る
指
導

者
と
実
践
的
な
演
習
を
行

っ
て
い
る
。

議һࢠ໦ກߥ
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町
政
を
問
う

財
政
運
営
は
健
全
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か

౴
厳
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る

໰
行
財
政
運
営
に
つ
い

て
、
本
町
は
基
金
が

乏
し
く
、
問
題
は
山
積
し

て
い
る
。
平
成
��
年
度
の

決
算
状
況
を
踏
ま
え
、
町

は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）

歳
入
で
は
地
方
交
付

税
が
減
少
し
、
歳
出
で
は

扶
助
費
が
増
加
し
た
も
の

の
全
会
計
に
お
い
て
黒
字

決
算
で
あ
っ
た
。

໰
下
水
道
の
赤
字
を
脱

却
し
、
財
政
運
営
は

健
全
な
状
況
か
。
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

経
常
収
支
比
率
も
高

い
数
字
で
は
あ
る
が
平
成

��
、
��
年
度
は
健
全
な
財

政
運
営
が
図
れ
た
と
感
じ

て
い
る
。
し
か
し
平
成
��

年
度
の
決
算
は
黒
字
決
算

で
は
あ
る
が
普
通
交
付
税

の
減
少
を
要
因
と
し
、
基

金
を
取
り
崩
し
た
。
厳
し

い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

た
と
感
じ
て
い
る
。

໰
中
期
財
政
計
画
に
も

あ
る
が
、
将
来
的
な

財
政
の
見
通
し
は
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

予
算
的
に
は
平
成

��
、
��
年
度
は
不
足
が
生

じ
る
結
果
が
見
え
て
い

る
。
中
期
財
政
計
画
も
今

後
、
定
期
的
な
ロ
ー
リ
ン

グ
、
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

໰
行
政
改
革
を
掲
げ
て

取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。
本
町
の
取
り
組

み
は
。

౴
（
総
務
課
長
）

平
成
��
年
度
に
緊
急

行
財
政
行
動
計
画
を
策
定

し
、
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
後
、
新
た
な
行
財
政

改
革
の
計
画
策
定
は
今
現

在
行
っ
て
い
な
い
。

໰
緊
急
行
財
政
行
動
計

画
の
終
息
宣
言
を
町

全
体
に
対
し
て
さ
れ
た
の

か
。
下
水
道
赤
字
脱
却
で

自
動
的
に
終
了
し
た
の
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

計
画
期
間
は
終
了
し

た
が
、
財
政
的
に
裕
福
に

な
っ
た
と
か
余
裕
が
で
き

た
わ
け
で
は
な
い
。

໰
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に

対
し
て
今
年
度
は
や

る
、
次
年
度
は
や
ら
な
い

と
か
そ
の
時
々
の
住
民
感

情
や
選
挙
対
策
で
、
す
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と

考
え
る
。
近
年
、
削
減
さ

れ
た
補
助
金
や
負
担
金
、

委
託
料
が
復
活
増
額
さ
れ

た
り
、
新
規
事
業
の
拡
大

が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に

行
政
の
無
駄
は
な
い
の
か
。

何
か
策
を
講
じ
て
い
る
の

か
。

౴
（
総
務
課
長
）

特
別
な
国
か
ら
の
補

助
金
と
か
は
な
い
。
歳
入

の
中
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
は
必
要
と
頑
張
っ
て

い
る
。
ま
た
、
無
駄
な
事

業
に
つ
い
て
重
複
業
務
の

集
約
、
業
務
の
効
率
化
等

物
件
費
等
の
削
減
、
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

໰
行
財
政
改
革
計
画
へ

早
期
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

౴
（
町
長
）

常
に
行
財
政
改
革
を

目
指
し
て
い
く
の
は
行
政

の
義
務
で
あ
る
と
思
う
。

ෛ୲΍πέͷઌૹりはڐされない

ү໺　ത議һ
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

名
石
浜
遊
歩
道
を
き
れ
い
に
し
よ
う

౴
照
明
を
今
年
度
中
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
す
る

໰
名
石
浜
遊
歩
道
の
管

理
に
つ
い
て
５
点
を

質
問
す
る
。

　

８
月
初
め
に
起
き
た
イ

ノ
シ
シ
の
出
没
に
つ
い
て

町
は
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
た
の
か
、
ま
た
マ
ム
シ

も
い
る
の
で
対
策
は
ど
う

す
る
の
か
。

౴
（
町
長
）

８
月
上
旬
上
沖
洲
区

長
よ
り
目
撃
情
報
の
相
談

を
受
け
職
員
が
数
回
現
場

に
出
向
き
付
近
を
捜
索
。

散
歩
中
の
住
民
に
聞
き
取

り
を
行
い
対
応
を
し
て
い

る
。
そ
の
数
日
後
に
車
と

衝
突
し
て
死
ん
で
い
る
と

の
情
報
が
あ
っ
た
の
で
担

当
課
で
処
理
を
し
た
。
ま

た
マ
ム
シ
対
策
に
つ
い
て

は
遊
歩
道
の
草
刈
り
を
定

期
的
に
行
い
マ
ム
シ
が
生

息
し
ず
ら
い
環
境
を
保
つ

よ
う
に
し
て
い
る
。

໰
最
初
に
イ
ノ
シ
シ
が

見
つ
か
っ
た
の
は
７

月
��
日
で
２
回
目
見
つ
か

っ
た
の
が
８
月
４
日
で
区

長
が
連
絡
を
受
け
す
ぐ
住

民
に
注
意
を
呼
び
か
け
ら

れ
た
。
８
月
６
日
に
死
ん

で
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
。

そ
の
間
��
日
間
あ
っ
た
が

ど
ん
な
捜
索
を
さ
れ
て
い

た
の
か
。
町
内
の
監
視
カ

メ
ラ
で
キ
ャ
ッ
チ
で
き
な

い
の
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

防
犯
カ
メ
ラ
の
と
こ

ろ
を
通
っ
て
い
れ
ば
映
る

可
能
性
は
あ
る
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
監
視
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
ぐ

に
把
握
は
で
き
な
い
。

໰
マ
ム
シ
は
夜
行
性
だ

か
ら
草
刈
り
だ
け
で

な
く
他
の
方
法
も
考
え
る

べ
き
だ
。

౴
（
建
設
課
長
）

遊
歩
道
を
明
る
く
照

ら
す
セ
ン
サ
ー
式
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯
を
設
置
す
る
。

໰
旧
堤
防
と
遊
歩
道
の

間
が
雑
木
林
に
な
っ

て
い
る
。
き
れ
い
に
で
き

な
い
か
。

౴
（
町
長
）

剪
定
や
伐
採
な
ど
を

行
う
と
今
以
上
に
き
れ
い

に
な
り
安
心
し
て
利
用
で

き
る
公
園
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。
剪
定
伐
採
す
る

箇
所
は
多
く
安
全
性
の
確

保
を
考
え
主
要
幹
線
道
路

中
心
に
行
っ
て
い
る
。

౴
（
建
設
課
長
）

財
政
状
況
を
み
な
が

ら
検
討
す
る
。
ま
た
危
険

性
が
及
ぶ
よ
う
な
ら
随
時

伐
採
す
る
。

໰
遊
歩
道
の
雑
草
刈
り

は
定
期
的
に
必
要
で

あ
る
。

౴
（
町
長
）

草
刈
り
に
つ
い
て
は

名
石
浜
工
業
団
地
内
の
管

理
と
併
せ
て
民
間
委
託
し

て
い
る
。

౴
（
建
設
課
長
）

伸
び
方
が
あ
る
の
で

適
宜
、
除
草
は
考
え
て
い

る
。

໰
遊
歩
道
の
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
て
い
な
い
。

町
の
対
応
は
。

౴
（
町
長
）

入
り
口
に
看
板
を
立

て
て
い
る
。
英
語
で
も
表

記
し
て
い
る
。

໰
遊
歩
道
内
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
し
た
跡
が
あ

る
。
町
の
指
導
は
。

౴
（
町
長
）

禁
止
し
て
い
る
。
カ

メ
ラ
設
置
も
検
討
す
る
。

༡าಓ࢖༻ͷϚφʔΛकͬͯ

ຊ఩ଠ࿠議һٶ



12潮さい（H30.11.15 No.135）

Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

通
行
上
危
険
な
道
路
整
備
を

౴
現
場
に
応
じ
た
安
全
対
策
を
行
う

ఆظతにെ࠾ႩఆΛ

学
校
の
環
境
整
備
を

౴
業
者
に
依
頼
し
計
画
的
に
管
理
す
る

໰
向
野
区
内
の
町
道
東

屋
敷
・
本
村
線
は
幅

員
が
狭
く
凹
凸
が
あ
り
通

行
上
危
険
で
あ
る
。
道
路

の
全
面
舗
装
を
し
、
拡
幅

工
事
を
行
い
、
落
下
防
止

用
の
柵
を
つ
く
る
等
の
安

全
対
策
が
必
要
で
は
。

౴
（
町
長
）

町
道
整
備
に
つ
い
て

る
。
町
道
次じ

ろ
く六
・
保
育
所

線
で
は
、
自
転
車
で
通
行

中
の
死
亡
事
故
が
起
き
て

い
る
。

౴
（
建
設
課
長
）

現
場
に
応
じ
た
安
全

対
策
を
行
う
。
そ
の
方
法

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す

る
。

໰
町
道
次
六
・
保
育
所

線
の
宮
野
９
６
９
の

１
付
近
の
道
路
に
あ
る
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
部
分

が
雨
水
で
流
さ
れ
て
支
柱

が
傾
い
て
倒
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
対
策
を
。

౴
（
町
長
）

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
盤
と

道
路
舗
装
間
の
道
路
路
肩

の
砂
利
等
が
流
れ
て
お

り
、
ま
た
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
鏡
面
も
古
く
見
え
に
く

く
な
っ
て
お
り
取
り
換
え

修
繕
を
す
る
。

໰
六
栄
小
学
校
の
正
門

付
近
の
樹
木
の
手
入

れ
が
で
き
て
い
な
い
た
め

に
大
き
く
な
り
過
ぎ
て
い

る
。
以
前
は
、
定
期
的
に

剪
定
を
さ
れ
て
い
た
が
。

途
中
か
ら
伐
採
す
る
等
の

早
急
な
対
応
が
必
要
で
は
。

౴
（
教
育
長
）

数
年
に
区
域
を
分
け
、

高
木
剪
定
は
業
者
に
依
頼

し
、
計
画
的
に
管
理
す
る
。

໰
通
用
門
近
く
の
桜
の

木
の
枝
が
一
本
腐
れ

て
枯
れ
て
お
り
危
険
で
あ

る
。౴

（
教
育
長
）

伐
採
を
し
て
安
全
確

保
を
す
る
。

໰
西
側
の
緑
化
ブ
ロ
ッ

ク
づ
く
り
の
の
り
面

は
交
通
量
が
多
い
な
ど
利

便
性
が
向
上
す
る
路
線

や
、
危
険
性
が
高
い
と
判

断
す
る
路
線
な
ど
優
先
度

の
高
い
路
線
か
ら
整
備
を

進
め
て
い
る
。

໰
こ
の
道
路
で
は
自
動

車
の
落
下
事
故
も
起

き
て
い
る
。
事
故
は
通
行

量
に
関
係
な
く
起
き
て
い

は
植
栽
や
水
や
り
を
行
っ

て
計
画
的
に
管
理
す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
。

౴
（
教
育
長
）

雑
草
が
生
え
な
い
対

策
と
し
て
防
草
シ
ー
ト
で

҆৺ͯ͠௨れΔಓ࿏に

覆
い
、
花
苗
の
プ
ラ
ン
タ

ー
を
設
置
す
る
な
ど
景
観

づ
く
り
を
し
て
い
く
。

໰
散
水
機
を
修
理
し
て

水
を
常
時
与
え
て
堆

肥
を
や
り
管
理
す
べ
き
で

は
。౴

（
教
育
長
）

公
的
な
費
用
を
か
け

て
校
内
の
環
境
整
備
を
す
る
。

ᖛଜ๕ޫ議һ
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

຿ॻࡒ ʢྨࢿྉฤʣ

健
全
な
財
政
運
営
と
は
言
え
な
い
が

౴

行
財
政
改
革
や

財
政
健
全
化
に
向
け
て
努
力
す
る

໰
財
務
書
類
の
分
析
が

さ
れ
て
い
る
が
、
何

が
問
題
と
捉
え
て
い
る
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

他
の
団
体
、
類
似
団

体
等
々
と
の
比
較
と
い
う

の
が
、
ま
ず
あ
る
こ
と
に

な
る
。

໰
持
続
可
能
性
（
健
全

性
）
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
債
務
償
還
可
能

年
数
が
��
・
４
年
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
８
〜
��

年
ぐ
ら
い
に
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
、
基
礎
的
財

政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
）
が
マ
イ
ナ
ス

で
あ
る
。
こ
れ
が
マ
イ
ナ

ス
だ
と
借
金
に
返
済
が
進

ま
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

業
務
活
動
収
支
（
支
払
利

息
を
除
く
）
４
億
２
４
７

８
万
２
１
８
円
に
投
資
活

動
収
支
マ
イ
ナ
ス
５
億
７

７
５
０
万
９
１
７
０
円
だ

か
ら
基
礎
的
財
政
収
支
が

マ
イ
ナ
ス
１
億
４
７
８
９

万
７
９
５
６
円
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
プ
ラ
ス
に

す
る
べ
き
で
あ
る
。
次
に

弾
力
性
（
資
産
形
式
等
を

行
う
余
裕
は
ど
の
く
ら
い

຿ॻࡒ ʢྨ౷Ұతなج४ʣ

あ
る
の
か
）
で
行
政
コ
ス

ト
対
税
収
等
の
１
０
４
・

２
％
、
こ
の
比
率
が
１
０

０
％
を
上
回
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
前
年
度
ま
で

の
資
産
が
取
り
崩
し
た
と

い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
う

こ
と
を
す
る
か
ら
金
が
残

ら
な
い
。
こ
の
比
率
は
１

０
０
％
を
超
え
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

健
全
な
財
政
運
営
と
は
い

え
な
い
。

౴
（
町
長
）

財
務
書
類
の
４
表
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
ご
提

言
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら

な
る
行
財
政
改
革
や
財
政

健
全
化
に
向
け
て
努
力
し

て
い
き
た
い
。

新
地
方
公
会
計（
財
務
書
類
４
表
）が
作
成
さ
れ
た
が

౴
財
務
書
類
を
活
用
し
経
営
管
理
を
推
進
し
て
い
く

໰
統
一
的
な
基
準
に
基

づ
く
財
務
書
類
は
、

何
を
目
的
と
し
て
作
成
し

た
の
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

現
行
の
官
庁
会
計
で

は
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な

い
資
産
・
負
債
な
ど
の
ス

ト
ッ
ク
情
報
や
、
減
価
償

却
費
等
の
コ
ス
ト
情
報
を

補
完
し
た
全
体
の
財
務
状

況
を
踏
ま
え
た
経
営
管
理

の
推
進
と
、
住
民
、
議
会
、

外
部
に
対
し
て
の
財
務
情

報
の
開
示
に
よ
る
説
明
責

任
を
果
た
す
目
的
と
し
て

作
成
し
た
。

໰
何
に
活
用
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
。

౴
（
町
長
）

固
定
資
産
台
帳
、
施

設
別
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

を
公
共
施
設
等
の
総
合
管

理
の
推
進
、
事
業
別
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
を
予
算
編

成
に
取
り
組
み
、
経
営
管

理
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

෱Ӭӫॿ議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

き
ん
ぎ
ょ
村
・
町
長
の
答
弁
は
虚
言
��

౴
お
叱
り
を
真
摯
に
受
け
と
め
る

長
洲
中
学
校
の危機

管
理
実
態
は
ど
う
か

新
山
墓
地
の
調
査
を
す
べ
き

౴

裁
判
中
で
答
弁
は
控
え
る

౴
こ
れ
ま
で
全
て
墓
地
改
葬
し
て
る

໰
危
機
管
理
上
、
校
長

が
教
員
に
資
料
を
と

る
よ
う
指
示
し
た
ら
教
員

は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

౴
（
教
育
長
）

当
然
教
員
は
そ
れ
に

従
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、
報
告
し
、
必
要
に
応

じ
て
集
約
す
る
な
ど
記
録

を
残
す
。
そ
れ
は
保
存
し

て
い
る
。

໰
無
縁
仏
と
し
て
長
洲

霊
堂
に
安
置
さ
れ
て

お
ら
れ
る
仏
様
以
外
で
、

そ
の
ま
ま
墓
地
に
眠
っ
て

お
ら
れ
る
仏
様
を
町
は
ど

う
扱
っ
て
い
る
の
か
。

౴
（
町
長
）

こ
れ
ま
で
全
て
無
縁

仏
と
し
て
墓
地
改
葬
を
行

っ
て
い
る
。

໰
擁
壁
工
事
中
、
２
体

の
御
遺
体
が
発
掘
、

火
葬
場
前
で
も
髪
の
毛
が

異
様
に
伸
び
た
御
遺
体
が

今
も
そ
の
ま
ま
埋
め
戻
さ

れ
て
い
る
が
こ
の
扱
い
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
調
査

し
た
か
。

౴
（
住
民
環
境
課
長
）

町
で
は
把
握
も
し
て

お
ら
ず
記
録
も
な
い
の

໰
今
迄
の
議
会
答
弁
で

は
ア
ン
ケ
ー
ト
も
な

い
記
録
も
な
い
と
さ
れ
て

い
た
が
、
校
長
が
記
録
し

て
い
る
と
は
初
め
て
聞
い

た
。
裁
判
中
で
も
こ
う
し

た
事
実
は
公
表
す
べ
き
だ
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

裁
判
に
関
わ
る
内
容

は
答
弁
を
控
え
る
。

で
、
調
査
は
し
て
い
な
い
。

໰
昭
和
��
年
に
新
山
墓

地
改
葬
後
R
K
K
放

送
局
が
、
神
奈
川
県
川
崎

市
方
面
か
ら
来
ら
れ
た
人

の
訴
え
を
放
送
し
た
。
調

査
す
べ
き
だ
。

౴
（
住
民
環
境
課
長
）

墓
地
環
境
整
備
事
業

は
取
り
組
ん
で
る
が
墓
地

改
葬
自
体
は
途
中
な
の

で
、
あ
の
ま
ま
で
良
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
あ

の
墓
地
を
最
終
活
用
し
て

い
く
段
階
で
は
、
必
要
に

よ
っ
て
は
、
調
査
も
出
て

く
る
の
か
と
思
う
。

ͷؗͷ԰ࠜڕۚ

໰
管
理
の
不
適
正
に
つ

い
て
、
資
料
を
提
出

し
指
摘
し
た
が
、
町
長
は

総
合
的
に
管
理
業
務
を
行

っ
て
い
る
と
答
弁
。
は
た

し
て
調
査
結
果
は
。

౴
（
町
長
）

ご
指
摘
を
受
け
た
あ

と
、
管
理
を
徹
底
す
る
よ

う
指
示
し
た
。

໰
４
年
間
か
け
て
き
ん

ぎ
ょ
村
行
政
財
産
の

不
適
切
使
用
を
指
摘
し
た
。

そ
こ
で
町
長
も
不
正
を
認

め
た
。
し
か
し
何
の
制
裁

も
課
さ
な
か
っ
た
。
そ
の

結
果
不
審
な
公
文
書
疑
惑

が
発
生
し
た
。
議
会
で
は

町
長
の
虚
偽
答
弁
が
疑
わ

れ
る
。
調
査
の
結
果
は
町

長
の
答
弁
と
は
真
逆
で
は

な
い
か
。
町
長
の
答
弁
は

虚
言
と
反
省
し
て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）

我
々
の
管
理
を
も
っ

と
し
っ
か
り
し
ろ
と
い
う

お
叱
り
を
真
摯
に
受
け
と

め
て
い
く
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

金
魚
の
館
の
屋
根
に

木
が
生
え
て
い
た
こ
と
な

ど
指
摘
を
受
け
た
が
、
雨

漏
り
の
原
因
に
も
な
る

し
、
大
変
申
し
訳
な
く
思

う
。

ᖛ⃻　ٱ議һ
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

自
主
防
災
組
織
の
更
な
る
向
上
を
！

౴
自
主
防
災
計
画
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る

ຊ൪さながΒͷ܇࿅

໰
今
年
も
多
く
の
災
害

が
発
生
し
て
い
る
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
。
地
域
防
災
の

確
立
が
必
要
だ
が
本
町
の

現
状
は
。

౴
（
町
長
）

地
域
ご
と
に
工
夫
し

た
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

໰
自
主
防
災
組
織
は
１

０
０
％
だ
が
、
自
主

防
災
計
画
の
策
定
ま
で
で

き
て
い
る
の
は
、
上
沖
洲

区
の
み
で
あ
る
。
各
地
区

に
必
要
だ
と
考
え
る
が
町

の
手
助
け
が
必
要
で
は
な

い
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

自
主
防
災
計
画
は
、

非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ

り
町
の
手
助
け
が
必
要
で

あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
周
知
す
る
こ
と
に

よ
り
自
主
防
災
計
画
の
推

進
を
図
る
。

໰
防
災
士
が
各
地
区
に

一
人
は
必
要
だ
と
思

う
。
広
報
な
が
す
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
は

ど
う
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

防
災
士
資
格
取
得
助

成
金
と
し
て
推
進
し
て
い

る
。
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

໰
清
里
小
学
校
で
は
、

災
害
図
上
ゲ
ー
ム

D
I
G
（
デ
ィ
グ
）
が
行

ॿ͚͋ͬͯ҆શに

໰
腹
赤
小
、
長
洲
小
、

清
里
小
で
は
、
地
域

合
同
避
難
訓
練
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
六
栄
小
で
は

行
わ
れ
て
い
な
い
、
六
栄

小
校
区
に
お
い
て
も
行
う

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。౴

（
学
校
教
育
課
長
）

六
栄
小
校
区
で
も
検

討
し
て
い
く
。

໰
避
難
所
は
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
て
い
る
。
実
際

の
避
難
所
に
お
い
て
自
主

防
災
組
織
の
方
々
に
避
難

わ
れ
た
。
帰
宅
後
の
災
害

時
の
避
難
を
考
え
る
良
い

機
会
で
あ
り
各
学
校
で
行

っ
て
は
ど
う
か
。

所
運
営
ゲ
ー
ム
Ｈ
Ｕ
Ｇ

（
ハ
グ
）
を
体
験
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

有
効
だ
と
考
え
る
。

キ
ッ
ト
を
購
入
し
貸
出
し

な
ど
を
検
討
し
周
知
を
図

る
。

໰
大
牟
田
市
立
三
池
小

学
校
で
総
合
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
た
。
本
町
で

も
全
体
で
の
住
民
参
加
型

の
防
災
訓
練
を
実
現
し
て

ほ
し
い
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

今
後
、
各
学
校
に
働

き
か
け
て
い
く
。

౴
（
総
務
課
長
）

小
学
校
・
中
学
校
区

で
の
総
合
防
災
訓
練
を
検

討
し
て
い
く
。

໰
災
害
発
生
時
に
お
い

て
女
性
だ
け
の
避
難

所
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。

౴
（
町
長
）

男
女
共
同
参
画
の
視

点
で
の
避
難
所
も
開
設
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

六
栄
小
校
区
で
も地域

合
同
避
難
訓
練
を

౴

検
討
し
て
い
く

લాඒ࿨ࢠ議һ
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介
護
保
険
料
の
上
昇
を
お
さ
え
る
た
め
に
は

౴
介
護
予
防
と
健
康
づ
く
り
活
動
が
大
き
な
要
因
と
考
え
て
い
る

ָ͠い࿝ޙ

໰
多
く
の
市
町
村
の
介

護
保
険
料
が
上
が
る

中
、
本
町
で
は
前
期
と
同

じ
く
月
額
平
均
５
８
０
０

円
に
据
え
置
く
こ
と
が
で

き
た
要
因
は
何
か
。

౴
（
町
長
）

介
護
予
防
拠
点
事
業

と
一
連
の
介
護
予
防
事
業

の
成
果
と
考
え
て
い
る
。

໰
介
護
認
定
率
は
、
平

成
��
年
��
・
７
％
。

平
成
��
年
��
・
７
％
で
４

％
減
少
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
け
ば

介
護
保
険
料
の
上
昇
を
抑

え
る
こ
と
は
可
能
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

介
護
予
防
や
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
の
効
果

と
し
て
、
介
護
保
険
料
の

上
昇
の
伸
び
抑
制
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

໰
介
護
予
防
強
化
、
健

康
づ
く
り
活
動
の
推

進
は
ど
ん
な
取
り
組
み
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

健
康
体
操
教
室
、
脳

の
健
康
と
脳
ト
レ
教
室
、

も
の
づ
く
り
教
室
、
元
気

あ
っ
ぷ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る

体
操
教
室
、
介
護
予
防
教

室
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

カ
ラ
オ
ケ
、
茶
道
講
座
等

の
実
施
で
あ
る
。

໰
元
気
あ
っ
ぷ
リ
ー
ダ

ー
養
成
講
座
修
了
者

は
何
人
い
る
の
か
。
ま
た

平
均
年
齢
は
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

現
在
��
名
。
平
均
年

齢
��
・
９
才
。

໰
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
。

昨
年
の
実
績
と
現
在

の
カ
ー
ド
配
布
実
績
を
伺

う
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

昨
年
の
ポ
イ
ン
ト
達

成
者
２
８
６
名
。
カ
ー
ド

配
布
３
０
０
０
枚
超
。

໰
ポ
イ
ン
ト
は
、
ど
こ

で
ど
の
よ
う
に
付
与

さ
れ
る
の
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

や
健
康
づ
く
り
活
動
の
会

場
、
��
月
よ
り
福
祉
保
健

介
護
課
、
す
こ
や
か
館
で

付
与
。

໰
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
と
な
る
２
０

２
５
年
に
向
け
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

౴
（
町
長
）

適
切
な
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
の
確
保
、
質
の
向

上
。
ま
た
、
介
護
予
防
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
り
、
自
立
し
た
日
常

生
活
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

໰
介
護
申
請
か
ら
介
護

認
定
ま
で
の
期
間
と

待
機
中
の
人
の
処
置
は
ど

う
な
る
の
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

期
間
は
��
日
。
待
機

期
間
は
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
窓
口
で
、
家
族
、
申

請
者
も
含
め
説
明
し
対
応

し
て
い
る
。

հޢ༧๷ڌ఺でͷ݈߁ମૢ
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一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

寺
子
屋
学
習
塾
の
充
実
に
向
け
て
の
方
向
性
は

౴
学
校
・
塾
・
保
護
者
間
で
情
報
交
換
し
指
導
形
態
を
検
討
す
る

԰ֶशक़でがΜ͹ΔϞϯʂࢠࣉ

໰
ふ
る
さ
と
塾
の
状
況

は
。

౴
（
教
育
長
）

参
加
児
童
も
順
調
に

増
え
人
材
バ
ン
ク
の
幅
広

い
人
材
を
活
用
し
、
体
験

活
動
が
出
来
て
い
る
。

໰
課
題
を
ど
う
捉
え
、

ど
の
よ
う
な
方
向
性

で
行
く
の
か
。

౴
（
教
育
長
）

郷
土
愛
を
育
て
主
体

性
を
持
っ
た
子
ど
も
を
育

て
る
た
め
、
地
域
人
材
を

発
掘
し
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
、
充
実
し
て
い
き
た
い
。

໰
寺
子
屋
学
習
塾
で
家

庭
学
習
の
習
慣
付
け

は
出
来
つ
つ
あ
る
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
学
力
の
向
上
、
勉

Λྲྀͯ͠います׼࿅に܇཯ن

໰
常
日
頃
の
消
防
団
活

動
に
敬
意
を
払
う
。

に
職
場
の
理
解
と
協
力
が

重
要
だ
。
様
々
な
配
慮
を

頂
く
こ
と
に
対
し
て
行
政

と
し
て
、
出
向
き
協
力
を

お
願
い
し
て
は
ど
う
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

協
力
的
な
職
場
に
感

謝
し
て
い
る
。
今
後
も
企

業
連
絡
協
議
会
な
ど
の
機

会
を
見
つ
け
て
お
願
い
を

し
て
い
き
た
い
。

໰
消
防
団
活
動
や
地
域

活
動
が
出
来
る
職
場

強
が
楽
し
く
な
っ
た
、
ま

た
友
達
と
一
緒
で
行
き
や

す
い
、
無
料
で
有
難
い
な

ど
の
声
も
あ
る
。
今
後
の

方
向
性
の
参
考
に
す
る
。

໰
今
年
度
は
児
童
数
が

増
え
た
が
運
営
面
で

の
課
題
は
あ
る
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

学
年
ご
と
の
内
容
や

習
熟
度
や
指
導
方
法
が
そ

れ
ぞ
れ
違
う
の
で
指
導
内

容
や
指
導
者
の
人
数
な
ど

が
課
題
と
な
っ
た
。
関
係
間

で
調
整
し
情
報
共
有
の
為

の
交
換
の
場
を
持
ち
た
い
。

　

非
常
事
態
に
団
員
が
職

場
か
ら
駆
け
つ
け
る
場
合

は
従
業
員
の
安
心
感
に
繋

が
る
と
思
う
。

　

新
規
団
員
を
増
や
す
た

め
に
も
企
業
訪
問
も
大
い

に
行
っ
て
欲
し
い
。
今
後

新
規
加
入
を
奨
め
る
方
向

性
は
。

౴
（
総
務
課
長
）

地
元
の
先
輩
か
ら
後

輩
へ
や
親
か
ら
子
へ
の
声

掛
け
が
確
実
で
効
果
的

だ
。
引
き
続
き
行
っ
て
い

く
。

消
防
団
員
の
職
場
と
の

連
携
を
図
れ
な
い
か

౴

企
業
連
絡
協
議
会
な
ど
でお願

い
す
る

෱ຊΈ΍ࢠ議һ
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　बֶࢧԉͷͻͱͭͱͯ͠ɺೖֶ४උ
ۚͷલ౗͠څࢧが޿がͬͯいΔ。͜ͷ
݅にͭいͯͲ͏͑ߟΔ͔͏࢕。

　ۙྡͷଞࢢொでもݕ౼されͯいΔがɺ
ฏ੒��೥౓ͷ৽ೖੜがద༻になΔよ͏
。いΔͯ͑ߟΛࢪ࣮

　Ր૴৔ಓ࿏ͷ੔උΛฏ੒��೥にཁ੥
ͯ͠いΔ。ਓੜͷظ࠷Λܴ͑Βれͨํʑ
ͷͨΊにɺҰ೔もૣ͘੔උされΔ΂͖
ͱ͏ࢥがɺͲͷよ͏に͑ߟΔ͔͏࢕。

ฏ੒��೥��݄議会Ұൠ࣭໰ ฏ੒��೥��݄議会Ұൠ࣭໰

　ごࢦఠͷ۠ؒは௕ऱւ؛ΤϦΞτΠ
Ϩ෇͔ۙΒ௕ऱࡈԓまでͷฮ૷੔උだ
がɺۀࣄݝで੔උதͷ௕ऱɾ໊ۄઢͷ
。いͨ͠ࢪΛ࣮ࣄ޻にฮ૷ޙ࢝։༺ڙ

౴　　　ห ౴　　　ห

ͦのޙのରԠは

追跡レポート
あん質問はどがんなった

　ฏ੒��೥౓ͷ༧ࢉで౰֘۠ؒͷ֦෯
ͱฮ૷ͷͨΊ༧ࢉΛ্ܭすΔํ޲でਐ
ΊͯいΔ。

　ฏ੒��೥౓ͷ༧ࢉで্ܭされɺฏ੒
��೥݄̏にڅࢧすΔ͜ͱになͬͯいΔ。
ର৅はখɾதֶߍͷ৽̍೥ੜͱなΔ。



19 潮さい（H30.11.15 No.135）

福
岡
県
大
刀
洗
町
議
会

　

９
月
��
日（
金
）第
��
回

全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
て
入
選
を
受
賞

さ
れ
た
福
岡
県
大
刀
洗
町

に
て「
議
会
だ
よ
り
編
集

に
係
る
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
」視
察
研
修
を
実
施

し
た
。

　

今
回
、
大
刀
洗
町
の
議

会
広
報
委
員
会
視
察
研

修
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
は
、
７
月
��
日
埼
玉
県

寄
居
町
に
視
察
研
修
し
た

折
、
大
刀
洗
町
か
ら
視
察

研
修
に
訪
問
さ
れ
、
非
常

に
熱
心
で
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
こ
と
を
聞

き
、
大
刀
洗
町
に
視
察
研

修
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

紙
面
構
成
で
は
、
フ
ル
カ

ラ
ー
化
、
綴
じ
穴
を
廃
止

し
視
覚
的
な
充
実
を
図
っ

た
紙
面
構
成
。
企
画
で
は
、

　

公
正
で
正
確
な
編
集
、

平
易
で
読
み
や
す
い
紙
面

奈
良
県
斑
鳩
町
議
会

◦
議
会
と
住
民
懇
談
会

　

斑
鳩
町
民
で
組
織
す
る

公
共
性
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
団
体
と
議
会
の
懇

談
会
を
実
施
し
、
多
様
な

意
見
を
徴
収
す
る
こ
と
に

よ
り
、
町
議
会
及
び
議
員

の
政
策
提
案
機
能
の
強
化

及
び
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

京
都
府
精
華
町
議
会

◦
開
か
れ
た
議
会
に
つ
い
て

　

精
華
町
議
会
は
、
通
年

議
会
の
導
入
や
基
本
条
例

を
制
定
し
、
①
住
民
参
加

の
促
進（
議
会
報
告
会
と

意
見
交
換
会
等
）、
②
情

報
公
開
・
説
明
責
任
、
③

議
会
権
能
の
発
揮（
基
本

計
画
を
議
決
対
象
に
）、
④

政
策
提
言
・
提
案（
決
算

審
議
で
事
務
事
業
評
価
）を

４
本
柱
と
す
る「
開
か
れ
た

議
会
」を
実
現
し
、
精
華
町

の
持
続
的
で
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

東
京
都
足
立
区

◦
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

本
格
ス
タ
ー
ト

　

平
成
��
年
�
月
に
対
策

本
部
を
設
置
。
平
成
��
年

度
に
は「
未
来
へ
つ
な
ぐ

あ
だ
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
足
立
区
子
ど
も
の
貧
困

対
策
実
施
計
画
）」を
策
定

し
、
本
格
的
な
取
組
み
に

着
手
し
て
い
る
。

神
奈
川
県
三
浦
市

◦
防
災
に
関
す
る
取
組
み

①
市
の
災
害
対
応
に
つ
い
て

◦
地
域
防
災
計
画

◦
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

◦
職
員
初
動
時
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

◦
配
備
及
び
動
員
計
画

◦
職
員
参
集
情
報
の
伝
達
方
法

　

こ
れ
ら
の
他
に
も
多
く

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ル
ー
ル

を
策
定
し
て
い
る
。

②
市
職
員
の
訓
練
に
つ
い
て

　

年
１
回
、大
規
模
災
害
発

生
に
伴
う
災
害
対
策
本
部
の

運
営
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

③
地
域
防
災
の
普
及
啓
発

に
つ
い
て

づ
く
り
に
努
め
て
、
議
会

か
ら
の
一
方
的
な
お
知
ら

せ
で
は
な
く
、
住
民
と
の

双
方
向
型
の
紙
面
づ
く
り

の
方
法
を
学
ん
だ
。

◦
視
察
研
修
を
終
え
て

　

こ
の
視
察
研
修
で
学
ん

だ
こ
と
を
今
後
の
紙
面
づ

く
り
に
活
か
し
て
い
き
た

い
。

兵
庫
県
西
宮
市
議
会

◦
議
会
改
革
に
つ
い
て

　

委
員
会
機
能
を
活
性
化

す
る
た
め
市
当
局
と
所
管

事
務
懇
談
会
の
開
催
や
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
、

議
会
体
感
ツ
ア
ー
、
高
校

生
が
議
会
を
訪
問
し
バ
ー

チ
ャ
ル
市
議
会
を
実
施
す

る
な
ど
、
様
々
な
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◦
視
察
研
修
を
終
え
て

　

町
民
の
声
が
議
会
に
反

映
さ
れ
る
た
め
の
議
会
改

革
を
進
め
て
い
き
た
い
。

◦
市
民
参
加
型
訓
練

◦
防
災
関
係
機
関
実
働
訓
練

　

訓
練
を
通
じ
て
市
職
員

の
災
害
対
応
力
の
向
上
を

図
り
、
市
民
の
防
災
意
識

向
上
に
取
組
ん
で
い
る
。

東
京
都
江
東
区

◦
東
京
都
虹
の
下
水
道
館

　

普
段
入
る
こ
と
の
で
き

な
い
下
水
道
管
や
ポ
ン
プ

所
、
中
央
監
視
室
、
水
質

検
査
室
で
下
水
道
の
仕
事

を
体
験
し
、
下
水
道
に
携

わ
る
人
の
思
い
や
工
夫
に

気
づ
く
こ
と
が
出
来
た
。

ま
と
め

　

今
回
の
視
察
研
修
で
、

先
進
的
な
取
組
み
に
大
変

刺
激
に
な
っ
た
。
議
会
と

し
て
も
提
案
し
て
い
き
た
い
。

広
報
調
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

総
務
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

議会վֵに͚ͯ޲ҙ׵ަݟʢਫ਼՚ொʣ

ͨͬߦΛ׵ަݟなҙൃ׆
ʢ଍ཱ۠ʣ

෼͔り΍すい޿ใΛ໨͠ࢦ ʢͯେ౛ચொʣ

９
月
28
日（
金
）

10
月
９
日（
火
）〜
10
月
11
日（
木
）

10
月
22
日（
月
）〜
10
月
2�
日（
水
）

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告
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次の定例会は

開会の予定です

˞Ұൠ࣭໰ͷ಺༰はொϗʔϜϖʔδで
　Ӿ覧で͖ます。

皆さん傍聴に出てこんね！

次の定例会は
皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！

˙໰い߹Θͤઌ

ి࿩　
議会ࣄ຿ہ

̓̔ʵ̏̎̍̕

खଓ͖͸ॅॴɾ໊ࢯɾ೥ྸΛॻ͚ͩ͘Ͱ͢

20潮さい（H30.11.15 No.135）「ながす議会だより 潮さい」は　　　　　　　　　　　でもご覧になれます。長洲町議会 検  索

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

　

や
っ
と
酷
暑
の
夏
が
過

ぎ
、
小
さ
な
秋
を
感
じ
る
こ

の
頃
だ
が
、
台
風
の
到
来
に
、

ま
だ
ま
だ
落
ち
着
い
た
秋

を
味
わ
え
な
い
よ
う
だ
。

　

子
ど
も
達
は
夏
休
み
後
、

心
も
体
も
大
き
く
成
長
し
、

た
く
ま
し
さ
さ
え
感
じ
る
。

と
こ
ろ
で
、
通
学
時
の
持
ち

物
負
担
が
心
配
さ
れ
て
い

る
が
、
学
校
で
は
、
教
え
る

量
が
増
加
し
て
教
科
書
が

分
厚
く
な
っ
た
り
大
型
化

し
た
り
し
て
副
教
材
も
多

様
化
し
て
る
と
の
こ
と
。
子

を
思
う
親
の
気
持
ち
で
柔

軟
な
対
応
を
考
え
た
い
も

の
だ
。�

（
荒
木
）
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広
報
委
員

委
員
長
　
濱
村
　
芳
光

副
委
員
長
　
前
田
美
和
子

委
　
員
　
中
川
　
雅
明

委
　
員
　
大
森
　
秀
久

委
　
員
　
荒
木
　
睦
子

委
　
員
　
磯
野
　
　
博

委
　
員
　
福
永
　
栄
助

発
行
責
任
者

議
　
長
　
徳
永
　
範
昭

傍聴席から一言

町民の声

ɹͪͨࢲは、ٞݝձٞһΠϯλʔϯγοϓの׆

ಈの一؀Ͱ௕ऱொٞձを๣ௌͤ͞てい͖ͨͩま

しͨ。ٞ ձを๣ௌすΔのはॳΊてͩͬͨのͰۓ

ுしまし͕ͨ、֎ࠃਓ࿑ಇ者の問୊΍、ӳڭޠ

ҭに͓͚ΔޙࠓのൃలͳͲ、༷ ʑͳ؍఺͔Β௕

ऱொとொຽにͭいて͑ߟて͓ΒΕΔ͜とを͡ײ

Δ͜と͕Ͱ͖ましͨ。૝૾していͨΑΓも௕࣌

ಈを͞ΕていΔ׆ΘΕていて、େมॏཁͳߦؒ

のͩͳとࢥいましͨ。ࣗ ମのӡӦのྲྀΕの一࣏

部を஌Δ͜と͕Ͱ͖、とてもوॏͳݧܦをすΔ

͜と͕Ͱ͖ましͨ。

ɹʮϋϩʔ。ʯʮϋ΢ϫʔϢʔ。ʯの一͔ݴΒ࢝まΔ

ӳձ࿩αʔΫϧ。

ɹຖि໦༵೔、࣌̓ޙޕ��෼͔Βதԝެຽؗ

Ͱӳձ࿩をָしΜͰいます。は͡Ίに֤ʑ͕

8IBU�T� �/FX �を࿩し、ଞのਓ͕質問しͨΓし

ます。

ɹまͨઌੜ͔ΒΫΠζ΍Վ、ੈ քのχϡʔεの

ϓϦϯτをもΒい、ಡΜͩΓしていΔと、ָ し

いؒ࣌は、す͙にա͗てしまいます。

ɹ࣌には"-5のઌੜもདྷΒΕ、֎ࠃの࿩をฉ͘

͜ともͰ͖ます。

ɹօ͞Μ、ӳձ࿩にࢀՃしまͤΜ͔。

町民のひろば

஛Լ　ਅ༝さΜʢࢢ໊ۄʣɾುౡ　༔さΜʢߥඌࢢʣ

໦Լ　ࢠߛさΜʢүொ۠ʣ


